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⼊学定員 現職派遣 学部卒⽣ 合計
学校マネジメントコース

10名程度 5名程度 15名授業実践コース
特別⽀援教育コース

必要単位数
合計共通科⽬ コース別

専⾨科⽬ 総合実践⼒科⽬ 実習科⽬

20 単位 ８単位 ８単位 10 単位 46単位
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学校の教育活動を効果的にマネジメントして組織改革を実行することがで
き、また、不登校などの生徒指導上の諸課題にも組織的に対応できる学
校・学級経営を推進しリードできる人材を育成する。

教科等の学習指導などの教育実践の高度化を図って全ての子どもたちに質
の高い学びを保証することができ、また、授業実践に関する研究を組織し
リードできる人材を育成する。

個別の障害像に即した実態把握に基づき個別の指導計画を立案し、それを
実践して適切な教育評価により指導の効果を検証することができ、また、
特別支援教育に関する組織的な推進体制を構築できる人材を育成する。

共通科⽬

５教科（国・算・社・理・英）の学習指導に関する科⽬の新設
「⾼知県の教育実践の実態把握と教育⽅法の開発」新設

令和４年度～ 高知大学教職大学院の概要

学校マネ
ジメント

授業
実践

特別⽀援
教育

「教育実践を科学する−データサイエンスでみる⾼知県の教育課題―」
「ICTを活⽤したデジタル教育の理論と実践」NEW

新たに学部卒⽣も対象に加え、学校・学級における教育活動を
マネジメントの観点から科学する

「⾼知県の特別⽀援教育の実態把握と分析」新設

【目的】複雑さを増していく現代社会の中で、子どもたちが自律的に未来を切り開いていけるための教育を構築・提供できる教員の育成【目的】複雑さを増していく現代社会の中で、子どもたちが自律的に未来を切り開いていけるための教育を構築・提供できる教員の育成

 理論と実践の融合（教育/教育実践を科学する）
 教育/教育実践を科学的な視点で捉え研究的な⽅法で検証していくことを通して実践を深化させていける専⾨家の形成

省察省察 実習実習

 ⾼知県の教育課題解決に資する学び
 地域の教育課題解決と地域の教員育成にこだわったカリキュラム

NEW
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高知県の国立大学に設置された教職大学院として-理念と特徴-

教育における理論と実践の融合を求めて

○「総合実践力科目群」と土佐の皿鉢ゼミ
・省察科目「総合実践力科目群」（教育実践研究、総合実践研
究）を配置

理論科目と実践科目を仲立ちする「総合実践力科目群」を配
置して、理論と実践を融合させ課題の解決を図る

・ 「土佐の皿鉢ゼミ」による学びの深化・学習成果の共有

全教員・全院生・高知県教育委員会・実習校担当者が参
画して合同ゼミを実施し、院生の研究内容を多角的な視点
から省察・成果共有

○科学的アプローチを可能とする能力の開発
・共通科目「教育実践を科学する―データサイエンスでみる⾼
知県の教育課題― 」の新設（令和2年4月開設済）

教育や教育実践を科学的に捉え、科学的な視点・手法により
省察することで教育の効果的効率的な改善や創造を行う教員
としての力量を高めていく

○指導の多角的アプローチの充実
・院生１人に対する指導教員を３人に増やし、研究者教員と実務

家教員が連携して多様な視点から指導し、理論と実践を融合

○「総合実践力科目群」と土佐の皿鉢ゼミ
・省察科目「総合実践力科目群」（教育実践研究、総合実践研
究）を配置

理論科目と実践科目を仲立ちする「総合実践力科目群」を配
置して、理論と実践を融合させ課題の解決を図る

・ 「土佐の皿鉢ゼミ」による学びの深化・学習成果の共有

全教員・全院生・高知県教育委員会・実習校担当者が参
画して合同ゼミを実施し、院生の研究内容を多角的な視点
から省察・成果共有

○科学的アプローチを可能とする能力の開発
・共通科目「教育実践を科学する―データサイエンスでみる⾼
知県の教育課題― 」の新設（令和2年4月開設済）

教育や教育実践を科学的に捉え、科学的な視点・手法により
省察することで教育の効果的効率的な改善や創造を行う教員
としての力量を高めていく

○指導の多角的アプローチの充実
・院生１人に対する指導教員を３人に増やし、研究者教員と実務

家教員が連携して多様な視点から指導し、理論と実践を融合

地域の教育課題解決と教員育成にこだわったカリキュラム

○高知県の教育課題に対応した教科領域科目の
導入
・高知県教育委員会からの要望に基づき、５教科の科目を配置

新たに教科を取扱うことによって、国語、算数・数学、社会、
理科、英語に関する実践的かつ専門的な教科指導力を育成

○高知県の教育課題をテーマとして学校と教員の
在り方を考える
・「高知県教員育成指標」「高知県教育振興基本計画」など高知

県の教育に関する指針や対策を共有したカリキュラムの編成

・高知県の教育にこだわった科目の配置

共通科目に「高知県の学校教育をめぐる現代的課題」「教育
実践を科学する－データサイエンスでみる高知県の教育課題
― 」を配置

各コースの専門科目に「高知県の地域教育リソース開発」
「高知県の教育実践の実態把握と教育方法の開発」「高知県
の特別支援教育の実態把握と分析」を配置

・高知県の実態を踏まえて、デジタル教育を開発・実践するため
の科目の新設

共通科目「ICTを活用したデジタル教育の理論と実践」
専門科目「授業におけるICT活用の開発的実践」

○高知県の教育課題に対応した教科領域科目の
導入
・高知県教育委員会からの要望に基づき、５教科の科目を配置

新たに教科を取扱うことによって、国語、算数・数学、社会、
理科、英語に関する実践的かつ専門的な教科指導力を育成

○高知県の教育課題をテーマとして学校と教員の
在り方を考える
・「高知県教員育成指標」「高知県教育振興基本計画」など高知

県の教育に関する指針や対策を共有したカリキュラムの編成

・高知県の教育にこだわった科目の配置

共通科目に「高知県の学校教育をめぐる現代的課題」「教育
実践を科学する－データサイエンスでみる高知県の教育課題
― 」を配置

各コースの専門科目に「高知県の地域教育リソース開発」
「高知県の教育実践の実態把握と教育方法の開発」「高知県
の特別支援教育の実態把握と分析」を配置

・高知県の実態を踏まえて、デジタル教育を開発・実践するため
の科目の新設

共通科目「ICTを活用したデジタル教育の理論と実践」
専門科目「授業におけるICT活用の開発的実践」

○高知県教育委員会と連携した専攻運営・指導体制
・高知県教育委員会との連携協議会、高知県教育委員会事務局分室の設置による連携体制の強化
・高知県教育委員会の実習コーディネーターと連携して行う実習・3年計画での研究の深化

○高知県教育委員会と連携した専攻運営・指導体制
・高知県教育委員会との連携協議会、高知県教育委員会事務局分室の設置による連携体制の強化
・高知県教育委員会の実習コーディネーターと連携して行う実習・3年計画での研究の深化

高知県の教育課題解決に資する学び理論と実践の融合（教育/教育実践を科学する）

NEW

NEW

NEW

NEW

NEW
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総合実践
研究

計50⽇間 実習Ⅰ：20⽇間（４単位）
（１年次通年 6⽉〜12⽉）

実習Ⅱ：30⽇間（６単位）
（２年次通年 5⽉〜12⽉）

学部卒 附属学校園もしくは県⽴⾼等学校で実習 連携協⼒校で実習

現職教員 在籍校、研究指定校、附属学校園のいずれかで実習

教育実践研究Ⅰ
（１年次）

教育実践研究Ⅱ
（２年次）

概要 共通科⽬・専⾨科⽬における理論的な学びと
実習科⽬における実践的な学びを融合

総
括

⼟佐の⽫鉢ゼミ（合同ゼミ）⾼知県の教育課題に基づく省察：年２回

総合実践力科目
（８単位） 実践を省察

実
践

反映

実習科目
（10単位）

２年間の
総括

高知県の教育課題を踏まえた内容共通科目
（20単位）

教科等の実践的な
指導⽅法

教育課程の
編成・実施

⽣徒指導
教育相談

学校教育と
教員の在り⽅

学級経営
学校経営

学校マネジメント
コース 授業実践コース 特別⽀援教育コース

学校運営、学級経営に関
するマネジメント⼒を育
成する科⽬

児童⽣徒理解、各教科等
の学習指導に関する科⽬

個別の障害像に即した指
導計画の⽴案、実践、効
果の検証に資する科⽬

専門科目

（８単位）

理論を検証 反映

理
論

融
合

 「授業実践コース」において新
たに教科を取扱うこととし、５
教科（国・算・社・理・英）につ
いて各４科⽬を配置。

 各コースに⾼知県の教育にこ
だわった科⽬を配置。

 理論と実践の融合を図るための
鍵となる科⽬「教育実践を科学
する−データサイエンスでみる
⾼知県の教育課題―」を新設。

 現代的・地域的課題である科⽬
「ICTを活⽤したデジタル教育
の理論と実践」を新設。

新
設

共
通
科
目「
教
育
実
践
を
科
学
す
る

―

デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
で
み
る
高
知
県
の
教
育
課
題―

」

教育実践を科学的に省察できる⼒を育成

令
和
2
年
4
⽉
よ
り
開
設
済
み

• 理論と実践の融合（教育/教育実践を科学する）
• ⾼知県の教育課題解決に資する学び

令和４年度〜⾼知⼤学教職⼤学院のカリキュラムの理念と構成

 学卒⽣の１年次実習先に県⽴⾼
等学校を加え、全校種対応可能
とする。

 院⽣１⼈につき教員2⼈の指導
体制を３⼈に増やし、研究者教
員と実務家教員の連携によって
指導の多⾓的アプローチを充実。

理念

構成
拡充のPOINT！
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学校マネジメントコース 授業実践コース 特別支援教育コース

コースの
特色

■学部卒生・現職教員が対象

■学校の教育活動を効果的にマ
ネジメントして組織改革を実
行することができ、また、不
登校などの生徒指導上の諸課
題にも組織的に対応できる学
校・学級経営を推進しリード
できる人材を育成するコース

■学部卒生・現職教員が対象

■教科等の学習指導などの教育
実践の高度化を図って全ての
子どもたちに質の高い学びを
保証することができ、また、
授業実践に関する研究を組織
しリードできる人材を育成す
るコース

■学部卒生・現職教員が対象

■個別の障害像に即した実態把
握に基づき個別の指導計画を
立案し、それを実践して適切
な教育評価により指導の効果
を検証することができ、また、
特別支援教育に関する組織的
な推進体制を構築できる人材
を育成するコース

養成する
人材像

■［学部卒院生］学校や学級の
教育マネジメントに関する専
門性と実践力を備え、学校組
織の中で自己の役割を果たす
ことができる教員を養成する。

■［現職教員院生］学校や学級
の教育マネジメントに関する
専門性と実践力を備え、学校
の教育活動を計画的・組織的
にマネジメントし、組織の改
革を推進していくことができ
る中核的中堅教員を養成する。

■［学部卒院生］教育実践に関
する専門性と実践力を備え、
学習目標の達成に向けた授業
実践を行い、学校組織の中で
自己の役割を果たすことがで
きる教員を養成する。

■［現職教員院生］教育実践に
関する専門性と実践力を備え、
「主体的・対話的で深い学
び」を実現できる組織的な取
組を推進し、学校の教育課題
解決のために企画立案・実践
することができる中核的中堅
教員を養成する。

■［学部卒院生］特別支援教育
に関する専門性と実践力を備
え、特別支援教育の実践を改
善し、組織的な推進体制を構
築・継続していくことができ
る教員を養成する。

■［現職教員院生］特別支援教
育に関する専門性と実践力を
備え、児童生徒が自己実現に
向けて成長できる学級集団を
経営し、学校の特別支援教育
に関する課題解決のために企
画立案・実践することができ
る中核的中堅教員を養成する。

高知県から
派遣される

人材

・主幹教諭や管理職への昇任が
見込まれる実務経験10年以上
の中堅教員

・実務経験が10年未満であって
も生徒指導分野における中核
的役割が期待できる教員

・指導教諭や主幹教諭への昇任
が見込まれる実務経験10年以
上の中堅教員

・実務経験が10年未満であって
も修める分野における中核的
役割が期待できる教員

・特別支援教育に積極的に関
わってきた実務経験10年以上
の中堅教員

・実務経験が10年未満であって
も本分野における中核的役割
が期待できる教員

派遣人数
（予定）

・学校組織・学級マネジメント
２～３名程度

・生徒指導 １名程度

・教科指導 ３名程度
・道徳教育 １名程度

・特別支援教育 ２～３名程度

修了後の
進路・役割

［学部卒院生］
・教員となり、学校におけるマ
ネジメント業務改善のボトム
アップに寄与するとともに、
所属校の若手教員の教育活動
等をリードしていく役割を担
うなど、初任者段階から将来
のリーダーとしての意識を
持って教育実践に当たってい
く。

［現職教員院生］
・学校組織マネジメントや学級
経営、生徒指導に関する研究
を行っている指定校に配置

・学修したことを生かして、
PDCAサイクルが機能する仕組
みを設けるなど学校全体とし
ての組織的な取組をリードし
て、学校の教育力を向上させ
ていく。

・配属校での成果を県内全体に
普及していく。

［学部卒院生］
・教員となり、学校における授
業改善のボトムアップに寄与
するとともに、所属校の若手
教員の授業改善等をリードし
ていく役割を担うなど、初任
者段階から将来のリーダーと
しての意識を持って教育実践
に当たっていく。

［現職教員院生］
・道徳教育、学習指導の在り方
を研究している指定校への配
置や指導主事として登用

・学修したことを生かして、学
校の組織的な授業改善をリー
ドしていく。

・県内教員に対して授業改善等
のための指導助言を行ってい
く。

［学部卒院生］
・教員となり、特別支援教育に

関する即戦力になるとともに、
所属校の若手教員に対して特
別支援教育分野に関する助言
を行っていくなど、初任者段
階から特別支援教育を推進し
ていく中核教員としての意識
を持って教育実践に当たって
いく。

［現職教員院生］
・特別支援教育の指定校等への

配置や特別支援教育担当指導
主事として登用

・学修したことを生かして、特
別支援教育の実践を改善し、
地域の特別支援教育を推進す
るための中核的な役割を果た
していく。

取得可能
免許状

幼稚園／小学校／中学校／高等学校／特別支援学校教諭専修免許状

コース別の概要
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学部卒院生 現職教員院生

養
成
す

る
人
材

像

学校や学級の教育マネジメントに関する専門性と実践力を備え、学校
組織の中で自己の役割を果たすことができる教員

学校や学級の教育マネジメントに関する専門性と実践力を備え、学校
の教育活動を計画的・組織的にマネジメントし、組織の改革を推進して
いくことができる中核的中堅教員

デ
ィ
プ
ロ
マ

ポ
リ
シ
ー

①学校や学級の教育マネジメントに関する高度な専門的知識と教育実
践力を修得している。
②学校や学級をめぐる現代的諸課題について、幅広く専門的知見に結
び付けて考えることができ、学校の教育活動を計画的・組織的にマネ
ジメントすることができる。
③学校内外の教育資源を統合・調整し、学校組織が効率的・効果的に
動くよう、学校組織の一員として自己の役割を果たすことができる。

①学校や学級の教育マネジメントに関する高度な専門的知識と教育実
践力を修得している。
②学校や学級をめぐる現代的諸課題について、幅広く専門的知見に結
び付けて考えることができ、リーダーとして学校の教育活動を計画的・
組織的にマネジメントすることができる。
③高度な専門的知識と教育実践力を持った専門的職業人として、学校
内外の教育資源を統合・調整し、学校組織が効率的・効果的に動くよう
組織の改革を推進していくことができる。

組
織
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
力

PDCAの考え方に基づき職務に取り組むとともに、学校のデジタル化や
業務の効率化などの取組を推進することができる。

①PDCAの考え方を理解している。
②PDCAに基づき、組織マネジメントのあり方について考えることができ
る。
③学校のデジタル化や業務の効率化などの取組を推進しようとする意
欲を持っている。

PDCAの考え方に基づき職務に取り組むとともに、学校のデジタル化や
業務の効率化などの取組を組織的に推進することができる。

①PDCAの考え方を理解している。
②PDCAの考え方に基づき、組織マネジメントに取り組んでいくことがで
きる。
③学校のデジタル化や業務の効率化などの取組を組織的に推進しよ
うとする意欲を持っている。

カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
力

児童生徒や地域の実態を把握し、ICT環境等の資源も活用しながら教
科等横断的な視点で教育活動を実施していくことができる。

①教科等横断的な視点での教育活動について理解している。
②児童生徒や地域の実態に応じたカリキュラムマネジメントのあり方を
考えることができる。
③ICT環境等の資源も活用しながら教科等横断的な視点で教育活動を
実施していこうとする意欲を持っている。

児童生徒や地域の実態を踏まえ、教育課程を編制し、ICT環境等の資
源も活用しながら教科等横断的な視点で計画的・組織的に教育活動を
実施していくことができる。

①教科等横断的な視点での教育活動について理解している。
②児童生徒や地域の実態を踏まえ、教育課程を編制し、カリキュラム
マネジメントに取り組んでいくことができる。
③ICT環境等の資源も活用しながら教科等横断的な視点で計画的・組
織的に教育活動を実施していこうとする意欲を持っている。

リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
力

児童生徒の生命や心身等に危害をもたらす危険やいじめなどを防止し
たり、それらに対処したりすることができる。

①危険やいじめなどの防止、対処方法について理解している。
②危険やいじめなどを防止したり、それらに対処したりするためのリス
クマネジメントについて考えることができる。
③危険やいじめなどを防止したり、それらに対処したりしようとする意欲
を持っている。

児童生徒の生命や心身等に危害をもたらす危険やいじめなどを防止し
たり、それらに適切かつ迅速に対処したりすることができる。

①危険やいじめなどの防止、対処方法について理解している。
②危険やいじめなどを防止したり、それらに対処したりするためのリス
クマネジメントに取り組んでいくことができる。
③危険やいじめなどを防止したり、それらに適切かつ迅速に対処したり
しようとする意欲を持っている。

地
域
等
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
力

地域等にある人的・物的資源等を把握して、学校間連携や地域と連携
した教育活動に貢献することができる。

①学校間連携や地域と連携した教育活動のあり方について理解して
いる。
②地域等にある人的・物的資源等を把握して、地域等マネジメントのあ
り方について考えることができる。
③学校間連携や地域と連携した教育活動に貢献しようとする意欲を
持っている。

学校内外の教育資源を統合・調整し、学校組織が効率的・効果的に動
くよう、学校間連携や地域と連携した教育活動を推進していくことがで
きる。

①学校間連携や地域と連携した教育活動のあり方について理解して
いる。
②学校内外の教育資源を統合・調整し、学校組織が効率的・効果的に
動くよう、地域等マネジメントに取り組むことができる。
③学校間連携や地域と連携した教育活動を推進していこうとする意欲
を持っている。

人
材
育
成
力

学校の教育活動をより効果的に展開するために、教職員同士が学び
合う仕組みづくりに貢献することができる。

①教職員同士が学び合う仕組みづくりについて理解している。
②学校の教育活動をより効果的に展開するための人材育成のあり方
について考えることができる。
③学校の教育活動をより効果的に展開しようとする意欲を持っている。

学校の教育活動をより効果的に展開するために、教職員に対して適切
な指導・助言を行ったり、教職員同士が学び合う仕組みづくりを行った
りすることができる。

①教職員同士が学び合う仕組みづくりについて理解している。
②学校の教育活動をより効果的に展開するために、教職員に対して適
切な指導・助言を行ったりして人材育成に取り組むことができる。
③学校の教育活動をより効果的に展開するために、教職員に対して適
切な指導・助言を行おうとする意欲を持っている。

ガ
バ
ナ
ン
ス
力

教員を志す者としての自覚を持ち、自己の成長に努めるとともに、教育
の質の向上と教職員の健康増進に向け、業務改善に取り組むことがで
きる。

①教育の質の向上と教職員の健康増進に向けた業務改善について理
解している。
②業務改善のためのガバナンスのあり方について考えることができ
る。
③教員を志す者としての自覚を持ち、自己の成長に努めようとする意
欲を持っている。

教育の質の向上と教職員の健康増進に向け、業務改善に取り組むと
ともに、法令や行政方針に則って適正な学校経営に取り組むことがで
きる。

①教育の質の向上と教職員の健康増進に向けた業務改善について理
解している。
②業務改善や適正な学校経営のためのガバナンスに取り組むことが
できる。
③業務改善や適正な学校経営を行っていこうとする意欲を持ってい
る。

学
級
・
H
R
経
営
力

児童生徒一人一人の特性を把握し、よりよい人間関係を築いて学級を
経営していくことができる。

①よりよい人間関係を築く学級経営について理解している。
②児童生徒一人一人の特性を把握した学級経営のあり方について考
えることができる。
③よりよい人間関係を築いて学級を経営していこうとする意欲を持って
いる。

児童生徒一人一人の特性に応じて能力を高め、自己実現に向かって
成長していくことができるよう学級を経営していくことができる。

①よりよい人間関係を築く学級経営について理解している。
②児童生徒一人一人の特性に応じて能力を高め、自己実現に向かっ
て成長していくことができるような学級経営に取り組んでいくことができ
る。
③自己実現に向かって成長していくことができるよう学級を経営してい
こうとする意欲を持っている。

　各コース・キャリア別の育成する力の概要【学校マネジメントコース】
①知識・理解・技能　②思考・判断・表現　③関心・意欲・態度
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学部卒院生 現職教員院生
養
成
す
る

人
材
像

教育実践に関する専門性と実践力を備え、学習目標の達成に向け
た授業実践を行い、学校組織の中で自己の役割を果たすことができ
る教員

教育実践に関する専門性と実践力を備え、「主体的・対話的で深い
学び」を実現できる組織的な取組を推進し、学校の教育課題解決の
ために企画立案・実践することができる中核的中堅教員

デ
ィ
プ
ロ
マ
ポ
リ
シ
ー

①授業実践に関する高度な専門的知識と教育実践力を修得してい
る。
②児童生徒理解や学習指導について幅広く専門的知見に結び付け
て考えることができ、学習目標の達成に向けた授業実践を行うことが
できる。
③教育実践に関する多様な社会的ニーズと研究課題を明確に意識
し、学校組織の一員として自己の役割を果たすことができる。

①授業実践に関する高度な専門的知識と教育実践力を修得してい
る。
②児童生徒理解や学習指導について幅広く専門的知見に結び付け
て考えることができ、学習目標の達成に向けて開発的な授業実践を
行うことができる。
③教育実践に関する多様な社会的ニーズと研究課題を明確に意識
し、学校の教育課題を解決するために、学習指導に関する方策を企
画立案し、実行することができる。

児
童
生
徒
理
解
力

児童生徒一人一人の特性を把握し、その特性を踏まえた指導・支援
を行うことができる。

①児童生徒一人一人の特性を踏まえた指導・支援のあり方について
理解している。
②児童生徒一人一人の特性を把握し、理解する方法について考える
ことができる。
③児童生徒一人一人の特性を踏まえた指導・支援を行おうとする意
欲を持っている。

児童生徒一人一人の特性に応じて能力を高めていくことができるよ
う、指導・支援の工夫を行って組織的に対応することができる。

①児童生徒一人一人の特性を踏まえた指導・支援のあり方について
理解している。
②児童生徒一人一人の特性に応じて能力を高めていくことができる
よう、児童生徒理解に取り組むことができる。
③児童生徒一人一人の特性に応じて指導・支援の工夫を行って組
織的に対応していこうとする意欲を持っている。

学
習
指
導
力

教育方法に関する専門性を養い、ICT活用も含めて指導方法を工夫
しつつ学習目標の達成に向けた授業実践を行うことができる。

①教育方法に関する専門的事項について理解している。
②ICT活用も含め、指導方法の工夫について考えることができる。
③学習目標の達成に向けた授業実践を行おうとする意欲を持ってい
る。

教育方法に関する専門性を高め、ICT活用も含めて指導方法を工
夫・開発しつつ学習目標の達成に向けた授業改善を続けていくこと
ができる。

①教育方法に関する専門的事項について理解している。
②ICT活用も含め、指導方法の工夫・開発に取り組むことができる。
③学習目標の達成に向けた授業改善を続けていこうとする意欲を
持っている。

チ
ー
ム
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
力

学校組織の一員として、自己の役割を果たし、互いに学び合って教
育実践の向上につなげていくことができる。

①教職員同士互いに学び合って教育実践の向上につなげていく方
法について理解している。
②教育実践の向上を図るチームマネジメントのあり方について考え
ることができる。
③学校組織の一員として、自己の役割を果たしていこうとする意欲を
持っている。

学校組織の一員として、人材育成に努めながら自己の役割を果た
し、互いに学び合って教育実践力の向上につなげていくことができ
る。

①教職員同士互いに学び合って教育実践の向上につなげていく方
法について理解している。
②教育実践の向上を図るチームマネジメントに取り組むことができ
る。
③学校組織の一員として、人材育成に努めながら自己の役割を果た
していこうとする意欲を持っている。

セ
ル
フ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
力

教員を志す者としての自覚を持ち、自己の成長に努めていくことがで
きる。

①教員としての資質・能力の向上の重要性やその方法を理解してい
る。
②自己の成長につながるセルフマネジメントのあり方について考える
ことができる。
③教員を志す者としての自覚を持ち、自己の成長に努めていこうとす
る意欲を持っている。

自ら学び続ける意欲をもち、課題意識や探究心をもって研鑽を積み、
自己を高めることができる。

①教員としての資質・能力の向上の重要性やその方法を理解してい
る。
②自己を高めていくセルフマネジメントに取り組むことができる。
③自ら学び続ける意欲をもち、課題意識や探究心をもって研鑽を積
んでいこうとする意欲を持っている。

各コース・キャリア別の育成する力の概要【授業実践コース】
①知識・理解・技能　②思考・判断・表現　③関心・意欲・態度

15



学部卒院生 現職教員院生
養
成
す
る

人
材
像

特別支援教育に関する専門性と実践力を備え、特別支援教育の実
践を改善し、組織的な推進体制を構築・継続していくことができる教
員

特別支援教育に関する専門性と実践力を備え、児童生徒が自己実
現に向けて成長できる学級集団を経営し、学校の特別支援教育に関
する課題解決のために企画立案・実践することができる中核的中堅
教員

デ
ィ
プ
ロ
マ
ポ
リ
シ
ー

①特別支援教育に関する最新の知見に基づく高度な専門的知識と
教育実践力を修得している。
②障害種別ごとの実態評価法や指導・支援法に関する高度な専門
性を持ち、指導方法を工夫しつつ学習目標の達成に向けた授業実
践を行うことができる。
③学校組織の一員として自己の役割を果たし、特別支援教育の実践
を改善し、児童生徒一人一人の特性や障害の状況に応じた対応をし
ていくことができる。

①特別支援教育に関する最新の知見に基づく高度な専門的知識と
教育実践力を修得している。
②障害種別ごとの実態評価法や指導・支援法に関する高度な専門
性を持ち、組織的・計画的に特別支援教育体制を改善し続けること
ができる。
③学校組織の一員として自己の役割を果たし、特別支援教育の実践
を改善し、組織的な推進体制を構築・継続していくことができる。

児
童
生
徒
理
解
力

児童生徒一人一人の特性や障害の状況を把握し、その特性を踏ま
えた指導・支援を行うことができる。

①児童生徒一人一人の特性や障害の状況を踏まえた指導・支援の
あり方について理解している。
②児童生徒一人一人の特性や障害の状況を把握し、理解する方法
について考えることができる。
③児童生徒一人一人の特性や障害の状況を踏まえた指導・支援を
行おうとする意欲を持っている。

児童生徒一人一人の特性や障害の状況に応じて能力を高めていく
ことができるよう、指導・支援の工夫を行って組織的に対応すること
ができる。

①児童生徒一人一人の特性や障害の状況を踏まえた指導・支援の
あり方について理解している。
②児童生徒一人一人の特性や障害の状況に応じて能力を高めてい
くことができるよう、児童生徒理解に取り組むことができる。
③児童生徒一人一人の特性や障害の状況に応じて指導・支援の工
夫を行って組織的に対応していこうとする意欲を持っている。

学
習
指
導
力

特別支援教育に関する専門性を養い、ICT活用も含めて指導方法を
工夫しつつ学習目標の達成に向けた授業実践を行うことができる。

①特別支援教育に関する専門的事項について理解している。
②ICT活用も含め、指導方法の工夫について考えることができる。
③学習目標の達成に向けた授業実践を行おうとする意欲を持ってい
る。

特別支援教育に関する専門性を高め、ICT活用も含めて指導方法を
工夫・開発しつつ学習目標の達成に向けた授業改善を続けていくこ
とができる。

①特別支援教育に関する専門的事項について理解している。
②ICT活用も含め、指導方法の工夫・開発に取り組むことができる。
③学習目標の達成に向けた授業改善を続けていこうとする意欲を
持っている。

チ
ー
ム
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
力

学校組織の一員として、自己の役割を果たし、互いに学び合って特
別支援教育の向上につなげていくことができる。

①教職員同士互いに学び合って特別支援教育の向上につなげてい
く方法について理解している。
②特別支援教育の向上を図るチームマネジメントのあり方について
考えることができる。
③学校組織の一員として、自己の役割を果たしていこうとする意欲を
持っている。

学校組織の一員として、人材育成に努めながら自己の役割を果た
し、互いに学び合って特別支援教育に関する実践力の向上につなげ
ていくことができる。

①教職員同士互いに学び合っ特別支援教育のの向上につなげてい
く方法について理解している。
②特別支援教育の向上を図るチームマネジメントに取り組むことが
できる。
③学校組織の一員として、人材育成に努めながら自己の役割を果た
していこうとする意欲を持っている。

セ
ル
フ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
力

教員を志す者としての自覚を持ち、自己の成長に努めていくことがで
きる。

①教員としての資質・能力の向上の重要性やその方法を理解してい
る。
②自己の成長につながるセルフマネジメントのあり方について考える
ことができる。
③教員を志す者としての自覚を持ち、自己の成長に努めていこうとす
る意欲を持っている。

自ら学び続ける意欲をもち、課題意識や探究心をもって研鑽を積み、
自己を高めることができる。

①教員としての資質・能力の向上の重要性やその方法を理解してい
る。
②自己を高めていくセルフマネジメントに取り組むことができる。
③自ら学び続ける意欲をもち、課題意識や探究心をもって研鑽を積
んでいこうとする意欲を持っている。

各コース・キャリア別の育成する力の概要【特別支援教育コース】
①知識・理解・技能　②思考・判断・表現　③関心・意欲・態度
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学校マネジメントコース【学部卒院生】のカリキュラムと育成する力

必修

必修

学校組織開発の理論と
実践

アクティブラーニング
の理論と実践

学級経営の理論と実践

学級経営の開発的実践

開かれた教育課程の開
発と実践

専門科目 学校マネジメンコース（選択）　４科目以上　 総合実践力科目

共通科目 必修 実習科目

入学時
の力

（知識・理解・技能）
学校教育に関する一定の理解と、教育実践に必要とされる幅広い教養や教育に関する総合的な事項を理解するために必要となる知識・技能を備える。学校や地域の
教育課題を理解する能力を備える。
（思考・判断・表現）
学校や地域の教育課題を理解したうえで、その解決を思考する能力を備える。教育実践や教育活動が組織的に運営されることを理論的に検討する能力を備える。学
習した内容を状況や課題に応じて活用したり応用したりする能力を備える。学習した内容や自分の意見を他者に対して適切に表現し伝達する能力を備える。
（関心・意欲・態度）
教職への強い情熱を持ち、複雑化・多様化する教育課題に対して深い関心を持っている。学級経営や学習指導に関する実践的指導力を発揮しようとし、将来学校の
リーダーとしての役割を果たそうとする意欲を持っている。主体的に課題を探究する態度を備える。課題について多様な考え方を適用する態度を備える。様々な
人々と協働して課題を解決する態度を備える。

学校管理職の役割と実
践

教育実践を科学するーデータサイエンスでみる高知県の教育課題－

変動する社会と生徒指
導の理論と実践

変動する社会と生徒指
導の理論と実践

学校組織マネジメント
の理論と実践

第
１
学
期

第
２
学
期

学校マネジメント実習Ⅰ（学部卒用）

教育実践研究Ⅰ（学校マネジメント）

学校組織開発のための
学校評価

学校に求められるリス
クマネジメント

保幼小中高の連携によ
るキャリア発達

ユニバーサルデザインに基づ
く特別の教育課程の開発と実

践

ガバナンス力

高知県の学校教育をめぐる現代的課題

学校組織開発演習

高知県の地域教育リ
ソース開発

教育相談の理論と実践

組織的な生徒指導と人
権教育

２
年

第
２
学
期

総合実践研究（学校マネジメント）

学校マネジメント実習Ⅱ（学部卒用）

教育実践研究Ⅱ（学校マネジメント）

第
１
学
期 教育相談の理論と実践

組織的な生徒指導と人
権教育

ICTを活用したデジタル教育の理論と実践

学校組織開発演習

修了時
の力

（知識・理解・技能）
学校や学級の教育マネジメントに関する高度な専門的知識と教育実践力を修得している。
（思考・判断・表現）
学校や学級をめぐる現代的諸課題について、幅広く専門的知見に結び付けて考えることができ、学校の教育活動を計画的・組織的にマネジメントすることができ
る。
（関心・意欲・態度）
学校内外の教育資源を統合・調整し、学校組織が効率的・効果的に動くよう、学校組織の一員として自己の役割を果たすことができる。

PDCAの考え方に基づ
き職務に取り組むととも
に、学校のデジタル化
や業務の効率化などの
取組を推進することがで
きる。

児童生徒や地域の実態
を把握し、ICT環境等の
資源も活用しながら教
科等横断的な視点で教
育活動を実施していくこ
とができる。

児童生徒の生命や心身
等に危害をもたらす危
険やいじめなどを防止し
たり、それらに対処した
りすることができる。

地域等にある人的・物
的資源等を把握して、学
校間連携や地域と連携
した教育活動に貢献す
ることができる。

学校の教育活動をより
効果的に展開するため
に、教職員同士が学び
合う仕組みづくりに貢献
することができる。

教員を志す者としての
自覚を持ち、自己の成
長に努めるとともに、教
育の質の向上と教職員
の健康増進に向け、業
務改善に取り組むこと
ができる。

児童生徒一人一人の特
性を把握し、よりよい人
間関係を築いて学級を
経営していくことができ
る。

学級・HR経営力組織マネジメント力 カリキュラムマネジメント力 リスクマネジメント力 地域等マネジメント力 人材育成力
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学校マネジメントコース【現職教員院生】のカリキュラムと育成する力

必修

必修

（知識・理解・技能）
高度な教育実践に必要とされる幅広い教養や教育に関する専門的総合的な知識を理解するために必要となる教育・教育実践に関する知識・技能を備える。学校や地域の教
育課題を十分に理解する能力を備える。
（思考・判断・表現）
学校や地域の教育課題を十分に理解したうえで、実態に即して解決を思考する能力を備える。教育実践や学校運営の実践を理論的に検討する能力を備える。学習した内容
を状況や課題に応じて活用したり応用したりする能力を備える。学習した内容や自分の意見を他者に対して適切に表現し伝達する能力を備える。
（関心・意欲・態度）
教職への強い使命感を持ち、学校や地域の課題に対して深い関心と明確な課題意識を持っている。地域の教育課題解決に向けて研究・実践する意欲がある。
主体的に課題を探究する態度を備える。課題について多様な考え方を適用する態度を備える。様々な人々と協働して課題を解決する態度を備える。

共通科目 必修 実習科目

専門科目 学校マネジメンコース（選択）　４科目以上　 総合実践力科目

２
年

第
２
学
期

第
１
学
期

教育実践研究Ⅱ（学校マネジメント）

組織的な生徒指導と人
権教育

組織的な生徒指導と人
権教育

学校組織開発演習

カリキュラムマネジメント力 地域等マネジメント力

ユニバーサルデザインに基づ
く特別の教育課程の開発と実

践

アクティブラーニング
の理論と実践

総合実践研究（学校マネジメント）

変動する社会と生徒指
導の理論と実践

学校管理職の役割と実
践

学級経営の開発的実践

教育実践を科学するーデータサイエンスでみる高知県の教育課題－

入学時
の力

第
２
学
期

第
１
学
期 学校組織マネジメント

の理論と実践

学校組織開発のための
学校評価

学校組織開発の理論と
実践

児童生徒や地域の実態
を踏まえ、教育課程を編
制し、ICT環境等の資源
も活用しながら教科等横
断的な視点で計画的・組
織的に教育活動を実施し
ていくことができる。

学校内外の教育資源を
統合・調整し、学校組織
が効率的・効果的に動く
よう、学校間連携や地域
と連携した教育活動を推
進していくことができる。

学校の教育活動をより効
果的に展開するために、
教職員に対して適切な指
導・助言を行ったり、教職
員同士が学び合う仕組み
づくりを行ったりすること
ができる。

教育の質の向上と教職
員の健康増進に向け、業
務改善に取り組むととも
に、法令や行政方針に
則って適正な学校経営に
取り組むことができる。

児童生徒一人一人の特
性に応じて能力を高め、
自己実現に向かって成長
していくことができるよう
学級を経営していくことが
できる。

（知識・理解・技能）
学校や学級の教育マネジメントに関する高度な専門的知識と教育実践力を修得している。
（思考・判断・表現）
学校や学級をめぐる現代的諸課題について、幅広く専門的知見に結び付けて考えることができ、リーダーとして学校の教育活動を計画的・組織的にマネジメントすること
ができる。
（関心・意欲・態度）
高度な専門的知識と教育実践力を持った専門的職業人として、学校内外の教育資源を統合・調整し、学校組織が効率的・効果的に動くよう組織の改革を推進していくこと
ができる。

修了時
の力

人材育成力 ガバナンス力

PDCAの考え方に基づき
職務に取り組むとともに、
学校のデジタル化や業務
の効率化などの取組を組
織的に推進することがで
きる。

組織マネジメント力

児童生徒の生命や心身
等に危害をもたらす危険
やいじめなどを防止した
り、それらに適切かつ迅
速に対処したりすること
ができる。

リスクマネジメント力 学級・HR経営力

変動する社会と生徒指
導の理論と実践

開かれた教育課程の開
発と実践

保幼小中高の連携によ
るキャリア発達

学校に求められるリス
クマネジメント

学校マネジメント実習Ⅱ（現職教員用）

教育相談の理論と実践

学級経営の理論と実践

教育相談の理論と実践

高知県の地域教育リ
ソース開発

学校組織開発演習

高知県の学校教育をめぐる現代的課題

学校マネジメント実習Ⅰ（現職教員用）

教育実践研究Ⅰ（学校マネジメント）

ICTを活用したデジタル教育の理論と実践
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授業実践コース【学部卒院生】のカリキュラムと育成する力

授業実践実習Ⅰ（学部卒用）

教育実践研究Ⅰ（授業実践）

第
２
学
期 【５教科】授業分析・改善演習

【５教科】教育マネジメントの理論と実践

高知県の教育実践の実態把握と教育方法の開発第
１
学
期

総合実践研究（授業実践）

授業実践実習Ⅱ（学部卒用）

教育実践研究Ⅱ（授業実践）

ICTを活用したデジタル教育の理論と実践

教育相談の理論と実践

児童生徒理解力 学習指導力 チームマネジメント力 セルフマネジメント力

児童生徒一人一人の特性を把握し、
その特性を踏まえた指導・支援を行
うことができる。

教育方法に関する専門性を養い、
ICT活用も含めて指導方法を工夫し
つつ学習目標の達成に向けた授業
実践を行うことができる。

学校組織の一員として、自己の役割
を果たし、互いに学び合って教育実
践の向上につなげていくことができ
る。

教員を志す者としての自覚を持ち、
自己の成長に努めていくことができ
る。

（知識・理解・技能）
授業実践に関する高度な専門的知識と教育実践力を修得している。
（思考・判断・表現）
児童生徒理解や学習指導について幅広く専門的知見に結び付けて考えることができ、学習目標の達成に向けた授業実践を行うことができ
る。
（関心・意欲・態度）
教育実践に関する多様な社会的ニーズと研究課題を明確に意識し、学校組織の一員として自己の役割を果たすことができる。修了時

の力

【５教科】教材研究・開発の理論と実践

入学時
の力

【５教科】学習指導法の理論と実践

（知識・理解・技能）
学校教育に関する一定の理解と、教育実践に必要とされる幅広い教養や教育に関する総合的な事項を理解するために必要となる知識・技能
を備える。学校や地域の教育課題を理解する能力を備える。
（思考・判断・表現）
学校や地域の教育課題を理解したうえで、その解決を思考する能力を備える。教育実践や教育活動が組織的に運営されることを理論的に検
討する能力を備える。学習した内容を状況や課題に応じて活用したり応用したりする能力を備える。学習した内容や自分の意見を他者に対
して適切に表現し伝達する能力を備える。
（関心・意欲・態度）
教職への強い情熱を持ち、複雑化・多様化する教育課題に対して深い関心を持っている。学級経営や学習指導に関する実践的指導力を発揮
しようとし、将来学校のリーダーとしての役割を果たそうとする意欲を持っている。主体的に課題を探究する態度を備える。課題について
多様な考え方を適用する態度を備える。様々な人々と協働して課題を解決する態度を備える。

第
２
学
期

変動する社会と生徒指導の理論と
実践

第
１
学
期

高知県の学校教育をめぐる現代的課題

就学前からの発達と教育実践

開かれた教育課程の開発と実践

教育評価から捉える子どもの心理
と理解

授業におけるICT活用の開発的実践

学級経営の理論と実践

道徳教育の理論と実践

アクティブラーニングの理論と実
践

ユニバーサルデザインに基づく特
別の教育課程の開発と実践

教育実践を科学するーデータサイエンスでみる高知県の教育課題－

学校組織マネジメントの理論と実
践

総合実践力科目

ユニバーサルデザインに基づく特
別の教育課程の開発と実践

授業実践コース（選択）　４科目以上　

共通科目

専門科目

実習科目 必修

必修　　

必修
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授業実践コース【現職教員院生】のカリキュラムと育成する力

共通科目 必修 実習科目 必修

入学時
の力

（知識・理解・技能）
高度な教育実践に必要とされる幅広い教養や教育に関する専門的総合的な知識を理解するために必要となる教育・教育実践に関する知識・技能
を備える。学校や地域の教育課題を十分に理解する能力を備える。
（思考・判断・表現）
学校や地域の教育課題を十分に理解したうえで、実態に即して解決を思考する能力を備える。教育実践や学校運営の実践を理論的に検討する能
力を備える。学習した内容を状況や課題に応じて活用したり応用したりする能力を備える。学習した内容や自分の意見を他者に対して適切に表
現し伝達する能力を備える。
（関心・意欲・態度）
教職への強い使命感を持ち、学校や地域の課題に対して深い関心と明確な課題意識を持っている。地域の教育課題解決に向けて研究・実践する
意欲がある。主体的に課題を探究する態度を備える。課題について多様な考え方を適用する態度を備える。様々な人々と協働して課題を解決す
る態度を備える。

専門科目 授業実践コース（選択）　４科目以上　 総合実践力科目 必修　　

高知県の学校教育をめぐる現代的課題

学級経営の理論と実践

開かれた教育課程の開発と実践

学校組織マネジメントの理論と実
践

変動する社会と生徒指導の理論と
実践

アクティブラーニングの理論と実
践

第
２
学
期

授業実践実習Ⅰ（現職教員用）

教育実践研究Ⅰ（授業実践）

【５教科】教材研究・開発の理論と実践

就学前からの発達と教育実践

第
１
学
期

【５教科】学習指導法の理論と実践

授業におけるICT活用の開発的実践

教育評価から捉える子どもの心理
と理解

教育実践を科学するーデータサイエンスでみる高知県の教育課題－

ユニバーサルデザインに基づく特
別の教育課程の開発と実践

道徳教育の理論と実践

ユニバーサルデザインに基づく特
別の教育課程の開発と実践

第
２
学
期

総合実践研究（授業実践）

授業実践実習Ⅱ（現職教員用）

教育実践研究Ⅱ（授業実践）

【５教科】授業分析・改善演習

第
１
学
期

【５教科】教育マネジメントの理論と実践

高知県の教育実践の実態把握と教育方法の開発

教育相談の理論と実践

ICTを活用したデジタル教育の理論と実践

修了時
の力

（知識・理解・技能）
授業実践に関する高度な専門的知識と教育実践力を修得している。
（思考・判断・表現）
児童生徒理解や学習指導について幅広く専門的知見に結び付けて考えることができ、学習目標の達成に向けて開発的な授業実践を行うことがで
きる。
（関心・意欲・態度）
教育実践に関する多様な社会的ニーズと研究課題を明確に意識し、学校の教育課題を解決するために、学習指導に関する方策を企画立案し、実
行することができる。

児童生徒一人一人の特性に応じて能
力を高めていくことができるよう、指
導・支援の工夫を行って組織的に対
応することができる。

教育方法に関する専門性を高め、ICT
活用も含めて指導方法を工夫・開発し
つつ学習目標の達成に向けた授業改
善を続けていくことができる。

学校組織の一員として、人材育成に
努めながら自己の役割を果たし、互い
に学び合って教育実践力の向上につ
なげていくことができる。

自ら学び続ける意欲をもち、課題意識
や探究心をもって研鑽を積み、自己を
高めることができる。

児童生徒理解力 学習指導力 チームマネジメント力 セルフマネジメント力
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特別支援教育コース【学部卒院生】のカリキュラムと育成する力

児童生徒一人一人の特性や障害の
状況を把握し、その特性を踏まえた
指導・支援を行うことができる。

特別支援教育に関する専門性を養
い、ICT活用も含めて指導方法を工
夫しつつ学習目標の達成に向けた授
業実践を行うことができる。

学校組織の一員として、自己の役割
を果たし、互いに学び合って特別支
援教育の向上につなげていくことが
できる。

教員を志す者としての自覚を持ち、
自己の成長に努めていくことができ
る。

修了時
の力

児童生徒理解力 学習指導力 チームマネジメント力 セルフマネジメント力

（知識・理解・技能）
特別支援教育に関する最新の知見に基づく高度な専門的知識と教育実践力を修得している。
（思考・判断・表現）
障害種別ごとの実態評価法や指導・支援法に関する高度な専門性を持ち、指導方法を工夫しつつ学習目標の達成に向けた授業実践を行うこ
とができる。
（関心・意欲・態度）
学校組織の一員として自己の役割を果たし、特別支援教育の実践を改善し、児童生徒一人一人の特性や障害の状況に応じた対応をしていく
ことができる。

２
年

第
２
学
期

総合実践研究（特別支援教育）

特別支援教育実習Ⅱ（学部卒用）

教育実践研究Ⅱ（特別支援教育）

知的障害指導の理論と実践

第
１
学
期

入学時
の力

（知識・理解・技能）
学校教育に関する一定の理解と、教育実践に必要とされる幅広い教養や教育に関する総合的な事項を理解するために必要となる知識・技能
を備える。学校や地域の教育課題を理解する能力を備える。
（思考・判断・表現）
学校や地域の教育課題を理解したうえで、その解決を思考する能力を備える。教育実践や教育活動が組織的に運営されることを理論的に検
討する能力を備える。学習した内容を状況や課題に応じて活用したり応用したりする能力を備える。学習した内容や自分の意見を他者に対
して適切に表現し伝達する能力を備える。
（関心・意欲・態度）
教職への強い情熱を持ち、複雑化・多様化する教育課題に対して深い関心を持っている。学級経営や学習指導に関する実践的指導力を発揮
しようとし、将来学校のリーダーとしての役割を果たそうとする意欲を持っている。主体的に課題を探究する態度を備える。課題について
多様な考え方を適用する態度を備える。様々な人々と協働して課題を解決する態度を備える。

限局性学習症評価の基礎と実際

教育実践を科学するーデータサイエンスでみる高知県の教育課題－

学校組織マネジメントの理論と実
践

変動する社会と生徒指導の理論と
実践

注意欠如多動症評価の基礎と実際

肢体不自由評価の基礎と実際
１
年

アクティブラーニングの理論と実
践

高知県の学校教育をめぐる現代的課題

注意欠如多動症指導の理論と実践

限局性学習症指導の理論と実践

開かれた教育課程の開発と実践

第
２
学
期

特別支援教育の理論と推進・連携体制の構築

必修　　

ユニバーサルデザインに基づく特
別の教育課程の開発と実践

ユニバーサルデザインに基づく特
別の教育課程の開発と実践

実習科目 必修

病弱評価の基礎と実際

高知県の特別支援教育の実態把握と分析

教育相談の理論と実践

ICTを活用したデジタル教育の理論と実践

特別支援教育実習Ⅰ（学部卒用）

教育実践研究Ⅰ（特別支援教育）

学級経営の理論と実践

共通科目 必修

専門科目 特別支援教育コース（選択）　４科目以上　 総合実践力科目
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特別支援教育コース【現職教員院生】のカリキュラムと育成する力

共通科目 必修 実習科目 必修

入学時
の力

（知識・理解・技能）
高度な教育実践に必要とされる幅広い教養や教育に関する専門的総合的な知識を理解するために必要となる教育・教育実践に関する知識・
技能を備える。学校や地域の教育課題を十分に理解する能力を備える。
（思考・判断・表現）
学校や地域の教育課題を十分に理解したうえで、実態に即して解決を思考する能力を備える。教育実践や学校運営の実践を理論的に検討す
る能力を備える。学習した内容を状況や課題に応じて活用したり応用したりする能力を備える。学習した内容や自分の意見を他者に対して
適切に表現し伝達する能力を備える。
（関心・意欲・態度）
教職への強い使命感を持ち、学校や地域の課題に対して深い関心と明確な課題意識を持っている。地域の教育課題解決に向けて研究・実践
する意欲がある。主体的に課題を探究する態度を備える。課題について多様な考え方を適用する態度を備える。様々な人々と協働して課題
を解決する態度を備える。

専門科目 特別支援教育コース（選択）　４科目以上　 総合実践力科目 必修　　

教育実践を科学するーデータサイエンスでみる高知県の教育課題－

アクティブラーニングの理論と実
践

ユニバーサルデザインに基づく特
別の教育課程の開発と実践

ユニバーサルデザインに基づく特
別の教育課程の開発と実践

肢体不自由評価の基礎と実際

注意欠如多動症評価の基礎と実際

限局性学習症評価の基礎と実際

１
年

第
２
学
期

特別支援教育実習Ⅰ（現職教員用）

教育実践研究Ⅰ（特別支援教育）

注意欠如多動症指導の理論と実践

限局性学習症指導の理論と実践

変動する社会と生徒指導の理論と
実践

特別支援教育の理論と推進・連携体制の構築

学校組織マネジメントの理論と実
践

高知県の学校教育をめぐる現代的課題

学級経営の理論と実践

開かれた教育課程の開発と実践

２
年

第
２
学
期

総合実践研究（特別支援教育）

特別支援教育実習Ⅱ（現職教員用）

教育実践研究Ⅱ（特別支援教育）

知的障害指導の理論と実践

第
１
学
期

病弱評価の基礎と実際

高知県の特別支援教育の実態把握と分析

教育相談の理論と実践

ICTを活用したデジタル教育の理論と実践

修了時
の力

（知識・理解・技能）
特別支援教育に関する最新の知見に基づく高度な専門的知識と教育実践力を修得している。
（思考・判断・表現）
障害種別ごとの実態評価法や指導・支援法に関する高度な専門性を持ち、組織的・計画的に特別支援教育体制を改善し続けることができ
る。
（関心・意欲・態度）
学校組織の一員として自己の役割を果たし、特別支援教育の実践を改善し、組織的な推進体制を構築・継続していくことができる。

児童生徒一人一人の特性や障害の
状況に応じて能力を高めていくことが
できるよう、指導・支援の工夫を行っ
て組織的に対応することができる。

特別支援教育に関する専門性を高
め、ICT活用も含めて指導方法を工
夫・開発しつつ学習目標の達成に向
けた授業改善を続けていくことができ
る。

学校組織の一員として、人材育成に
努めながら自己の役割を果たし、互
いに学び合って特別支援教育に関す
る実践力の向上につなげていくこと
ができる。

自ら学び続ける意欲をもち、課題意
識や探究心をもって研鑽を積み、自
己を高めることができる。

児童生徒理解力 学習指導力 チームマネジメント力 セルフマネジメント力
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授業実践
コース

１学期 月 木

1
ユニバーサルデザイ
ンに基づく特別の教
育課程の開発と実践

アクティブラーニン
グの理論と実践

学級経営の開発的実
践

肢体不自由評価の基
礎と実際

学校管理職の役割と実
践

道徳教育の理論と実践

２学期 月 木

5
注意欠如多動症
指導の理論と実践

限局性学習症指
導の理論と実践

授業におけるICT
活用の開発的実
践

変動する社会と生
徒指導の理論と実
践

時間割【1年次配当】

実習
科目

専門科目は、該当コースの科目を４科目以上履修。

4
５教科
学習指導法の理
論と実践

学校マネジメント
コース

共通科目

水

教育評価から捉え
る子どもの心理と理
解

3

特別支援教育
コース

保幼小中高の連
携によるキャリア
発達

特別支援教育の
理論と推進・連携
体制の構築

教育実践を科学する
－データサイエンスで
みる高知県の教育課
題－（※１）

学校組織マネジメ
ントの理論と実践

学校に求められる
リスクマネジメント

集中

2

金火

実
習
Ⅰ

火

学校組織開発のための学校評価
集中

5

教
育
実
践
研
究
Ⅰ

高知県の学校教
育をめぐる現代的
課題（※２）

実
習
Ⅰ

５教科
教材研究・開発の
理論と実践

注意欠如多動症
評価の基礎と実際

教
育
実
践
研
究
Ⅰ

実
習
Ⅰ

学級経営の理論と
実践

就学前からの発達
と教育実践

教
育
実
践
研
究
Ⅰ

専門科目
総合実践力

科目

実
習
Ⅰ

教
育
実
践
研
究
Ⅰ

金

※１・２は、１年次に必修。
※実習・教育実践研究は、火・水（2学期のみ）・金を中心として設定する。

3

4

限局性学習評価
の基礎と実際

学校組織開発の理論と実践

開かれた教育課程
の開発と実践

2

1

教
育
実
践
研
究
Ⅰ

水

実
習
Ⅰ
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授業実践
コース

1学期 月 木

2
高知県の教育実
践の実態把握と教
育方法の開発

4
組織的な生徒指導
と人権教育

高知県の地域教
育リソース開発

２学期 月 木

1

2

3

4

5
５教科
授業分析・改善演
習

時間割【２年次配当】

共通科目 学校マネジメント
コース

集中
病弱評価の基礎と実際

専門科目

3

5

高知県の特別支
援教育の実態把
握と分析

特別支援教育
コース

実
習
Ⅱ

教
育
実
践
研
究
Ⅱ

金

実
習
Ⅱ

教
育
実
践
研
究
Ⅱ

実
習
Ⅱ

教
育
実
践
研
究
Ⅱ

教育相談の理論と
実践

実
習
Ⅱ

金

実
習
Ⅱ

教
育
実
践
研
究
Ⅱ

実
習
Ⅱ

教
育
実
践
研
究
Ⅱ

※実習・教育実践研究は、火・水・金を中心として設定する。

知的障害指導の理論と実践

総合実践研究（学校マネジメント・授業実践・特別支援教育）

集中

実習
科目

専門科目は、該当コースの科目を４科目以上履修。

1

５教科
教育マネジメント
（授業デザイン）の
理論と実践

火 水

総合実践力
科目

教
育
実
践
研
究
Ⅱ

学校組織開発演習

ICTを活用したデジ
タル教育の理論と
実践

火 水
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履修スケジュール 

 

  ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10 月 11 月 12 月 １月 ２月 ３月 

１

年

次 

共通科目 
            

専門科目 
            

総合実践

力科目 

            

実習科目 
            

２

年

次 

共通科目 
            

専門科目 
            

総合実践

力科目 

            

実習科目 
            

教育実践研究Ⅱ（４単位） 

総合実践研究（２単位） 

実習Ⅱ（６単位） 

省
察 

共通科目 共通科目 

実習Ⅰ（４単位） 

コース別専門科目 コース別専門科目 

教育実践研究Ⅰ（２単位） 

省
察 

省
察 

共通科目 共通科目 

コース別専門科目 コース別専門科目 

総
括 
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PDCA
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⽒名 職種 単位数
専任 研究者 中野 俊幸 教授

初等社会科指導法 2
初等社会科指導法 2
初等社会科 2
教材開発演習  社会科 2
専⾨演習Ⅰ 2
専⾨演習Ⅱ 2
専⾨演習Ⅲ 2
専⾨演習Ⅳ 2
中等社会科指導法Ⅰ 2
中等社会科指導法Ⅱ 2
障害者⽀援⼊⾨ 2
障害者⽀援の理論と実践 2
⽇本語学概説 2
⽇本⽂法 2
⽇本語学特講 2
⽇本語学演習 2
⽇本語学講読 2
専⾨演習Ⅰ 2
専⾨演習Ⅱ 2
専⾨演習Ⅲ 2
専⾨演習Ⅳ 2
教材開発演習(国語科) 2

学部 教育制度論A 2
全学教職 教育制度論B 2

専⾨演習Ⅰ 2
専⾨演習Ⅱ 2

専任 研究者 野村 幸代 教授
学部 教育相談A（初等） 2

全学教職 教育相談C 2
幼児教育指導計画論 2
乳児保育II 2
保育原理 2
保育者論 2
乳児保育I 2
ペアレンティング 2
⾼知の保育を考えるⅠ 2
⾼知の保育を考えるⅡ 2
教職実践演習（教諭）  幼児教育 2
専⾨演習Ⅰ（幼） 2
専⾨演習Ⅱ（幼） 2
専⾨演習Ⅲ（幼） 2
専⾨演習Ⅳ（幼） 2
初等理科指導法 2
初等理科指導法 2
初等⽣活科指導法 2
初等⽣活科指導法 2
環境 2
教材開発演習  理科 2
⾝近な⾃然の観察II 2
⾝近な⾃然の観察I 2
児童家庭福祉 2
教育社会学 2
教育科学基礎演習Ⅰ 2
教育科学基礎演習Ⅱ 2
専⾨演習Ⅰ 2
専⾨演習Ⅱ 2
専⾨演習Ⅲ 2
専⾨演習Ⅳ 2
教職⼊⾨Ａ 2

専任 研究者 藤⽥ 詠司 教授 学部

専任 准教授川俣 美砂⼦

専任 研究者 学部

専任 横⼭ 卓

専任 研究者 教授柳林 信彦

専任 研究者 教授古⼝ ⾼志

是永かな⼦ 教授専任 研究者

教職⼤学院以外の学内の学部・⼤学院等で担当する授業科⽬
教職⼤学院以外での担当科⽬

専任 研究者 岩城 裕之 教授 学部

専任 研究者 松本 秀彦 教授 共通教育

区分

学部

学部

研究者 学部

准教授中城 満

研究者 准教授
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教職⼤学院以外の学内の学部・⼤学院等で担当する授業科⽬
初等数学科指導法 2
中等数学科指導法Ⅱ 2
中等数学科指導法Ⅲ 2
教職実践演習（中・⾼）（理学部） 2
教材開発演習 数学・算数 2
専⾨演習Ⅰ 2
専⾨演習Ⅱ 2
専⾨演習Ⅲ 2
専⾨演習Ⅳ 2
解析学概説 2
解析学I 2
解析学II 2
解析学III 2
解析学特講 2
教材開発演習（数学） 2
専⾨演習I 2
専⾨演習II 2
専⾨演習III 2
専⾨演習IV 2
家庭科概論 2
⾷物学概論 2
調理実習 2
教育制度論B 2
教育制度論C 2
教育⾏政学 2
法知識・⼈権教育 2
教育科学基礎演習Ⅰ 2
教育科学基礎演習Ⅱ 2
専⾨演習Ⅰ 2
専⾨演習Ⅱ 2
専⾨演習Ⅲ 2
専⾨演習Ⅳ 2
⾼知の保育を考えるⅠ 2
⾼知の保育を考えるⅡ 2
保幼⼩接続カリキュラム 2
教育の⽅法・技術 2
教育評価 2
⼦どもの理解と援助 2
教育科学基礎演習Ⅰ 2
教育科学基礎演習Ⅱ 2
専⾨演習Ⅰ 2
専⾨演習Ⅱ 2
専⾨演習Ⅲ 2
専⾨演習Ⅳ 2
教育⼼理学概論 C 2
教育⼼理学概論 D 2
教育の⽅法・技術 2
教育課程論（初等） 2
学校カウンセリング（中等） 2
教育科学基礎演習Ⅰ 2
教育科学基礎演習Ⅱ 2
専⾨演習Ⅰ 2
専⾨演習Ⅱ 2
専⾨演習Ⅲ 2
専⾨演習Ⅳ 2

専任 研究者 野中 陽⼀朗

准教授 学部

専任 研究者 加納 理成 准教授 学部

専任 研究者 ⽯嶺 ちづる 准教授

専任

専任 研究者 柴 英⾥

専任

研究者

研究者 福住 紀明 講師

古市 直樹 准教授

学部

学部

学部

共通教育

准教授

学部

学部専任 研究者 服部 裕⼀郎 准教授

35



教職⼤学院以外の学内の学部・⼤学院等で担当する授業科⽬
社会福祉 2
相談援助 2
社会的養護内容 2
保育相談⽀援 2
ペアレンティング 2
社会的養護I 2
⾼知の保育 2
教職実践演習（教諭）  幼児教育 2
法知識・⼈権教育 2
初等数学科指導法 2
中等数学科指導法Ⅰ 2
中等数学科指導法Ⅳ 2
専⾨演習Ⅰ 2
専⾨演習Ⅱ 2
専⾨演習Ⅲ 2
専⾨演習Ⅳ 2
教職実践演習（理⼯学部） 2

専任 実務家 岡⽥ 倫代 教授
学部 道徳教育 2

道徳教育B 2
道徳教育C 2

専任 実務家 橋本 典⼦ 准教授
専任 実務家 ⼩⽥ 通 准教授

みなし専任 実務家 ⽥中 元康 教授
みなし専任 実務家 ⼤⻄ 雅⼈ 教授
みなし専任 実務家 宇川 浩之 講師
みなし専任 実務家 ⼩川 裕代 講師
みなし専任 実務家 ⽵崎 優⼦ 准教授
みなし専任 実務家 瀬⼾ 保彦 准教授

8.9
合計単位数 266

専任教員1⼈当たり年間単位数

講師 学部

専任 実務家 森 有希 教授

三ツ⽯ ⾏宏 講師 学部

全学教職

専任 研究者 袴⽥ 綾⽃

専任 研究者
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